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白抗生物質の作用機転lζ関しては色々の説がある
が，演者等は腸内細菌叢を研究している関係上，先
ず腸内菌叢の変化に注目し，ペニシリン投与がマウ
ス糞便内菌lζ及ぼす影響をしらべて見た。ぺニシリ
ンは G 50mgを 1kgの飼料に浸透せしめた。 乙
のものは必要量を毎日作ふ朝晩2固に分けて供飼
し， 投与期聞を 30日とした。マウスは CFW系
40日のものを用い，自然排便による新鮮糞を試料と
したo
同じ条件下氏飼育した無ペニシリンの対照群
(CM)と比較してぺニシリン投与群 (PM)の糞便
内菌叢をみると，最も著明な変化は嫌気性芽胞菌の
数の差で CMで 105jgのものが PMで 102jgと減
少した。その外腸球菌は CMで 107jgが PMで 
106jg，球菌が CMで 104jgの所 PMで 103jgと
変化した。その他の大腸菌，好気性芽胞菌，乳酸梓
菌では変化を認めなかった。ま7こ酵母は CMでは 
102jgが PMでは 104jgと増加した。 
16) 癌に対する生体自然抵抗力について
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癌に関する発生，発育，治療等の研究と共に，生
体が先天的に有していると思われる抗癌機構に対す
る解明への追究が活発に行なわれて来た。しかし，
その多くは実験に使用される癌細胞と，動物との関 
係は heteroのものであり，自然抵抗力とはかなり
異ったものである。乙乙数年来我々は無菌動物を使
用して実験を行い，その解明の一端を得Tこと思われ
る成績を得たので報告する。
使用動物は主としてマウス，他にモルモット，ウ
サギ等を使用した，癌細胞はエーJレリッヒ腹水癌。
マウス，モルの腸管内には癌細胞の発育を阻止す
る物質があり，年令に従って略々一定の割合で分布
している。胎児腸管内にも存在している所から，食
餌等外因生のものとは思われない。抗癌生を示す物
質は同時に溶血性も有し?現在の所，この二つを分
離し得ない。 
17) 抗癌剤の検定法に対する研究
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にも，多くの研究が行なわれて来た0.
薬剤の種類に従って，その作用機転，効果発現迄
の時間，生体内に於ける吸収，排世K併う薬剤の変
生等はかなり異り，一定の方式に従う単一な検定法
で薬剤の効果を判定するのは極めて危険である。
我々は従来，幾つかの試験管内検定法の有意な事
を提唱して来たが，更に試験管内に於ける薬剤作用 
時間と，判定成績との関係を追究したので，その結
果を報告する。
癌細胞はエールリッヒ腹水癌を使用した。抗癌剤 
の検定法に於ては，薬剤作用時間が極めて重要な因
子となる。薬剤作用時聞を一定度以上に延長する事
は，判定成績の信頼度を失わせる。作用時間は，
INK法及びフクシン法K於ては， 略6時間前後が 
適当と思われる。
18) 土壊由来の好気性芽胞菌 T5株エーテル抽出
物のヱーリツヒ腹水癌細胞に対する作用
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1950年田波助教授は土壌由来の好気性芽胞菌 T l;
株を馬鈴薦、培地K 370C数時間培養し， その培養液
を塩酸酸性としエーテル抽出を行なったものの抗菌
性を研究したが，後l乙同抽出物の抗癌作用について
実験的研究を行なった。
抽出された物質は清置により，上，下二層応分離
した。アセトンにより燐脂質を除いた上，下二層夫
々の分画はニワトリ血球に対して溶血性を示した
が，下層部分は上層部分よりも強い作用を示した。
D.D.系マウスを用いたエーリッヒ移植癌実験で
は下層部分の物質が 100倍希釈に於て完全に癌細胞
の増殖を抑制した。 
19) 癌に対する生体自然抵抗力について
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各種動物の血清中には，癌細胞を溶解し，叉は発
育を阻止する因子がある事が知られている。叉，癌
細胞に対する免疫血清の研究に於て，抗体と結合し
た癌細胞が，補体の存在によって膨化し，叉は溶解
する事実が報告されている。これ等のものは，生体
の癌に対する自然抵抗の機構の中で極めて重要な作
各種抗癌剤の発見，合成に併って，その検定方法 用を有しているものと思われる。
